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クに拡散し続け、 I鼠州籍総人口 777万人の内約42.5万人が海外在住と言われている。 2 温
州人の本格的な海外移民は三つの時期に大別することができる。 3すなわち、①第一次大
















< http://www.wzqw.comJsystemJ2006/01l19/100057955.shtml> (検索臼 2010年8月 10日。)
3 温州華僑華人研究所綴『混州華僑史~ (今日中国出版社 1999 年)、 16~17 頁。






















(温州市世界温州人研究中心 2010 年)、 205~21O頁所収、 205 頁。





年)、 102~1l9 支所収。山脇啓造『近代B本と外国人労働者一1890 年代後半と 1920 年代前半におけ
る中国人・朝鮮人労働者問題~ (明石書庖 1994年)。今井清一・仁木ふみ子編『史料集 関東大震災下























時中国から日本までの船賃は 13 元~15 元であり、これは歌州への旅費の 5%に過ぎなか





































17 ~官報』第 3644 号、 1939 年 3 月 1 日。
18 [日字体は新字体に改めた(以下向)。福同県知事安河内麻 f渡来支那人ニ鵠スル件」大正 11年10


























20 前掲外務省記録MT.3.9.4.121 、 1898~1899 頁。
21前掲外務省記録MT.3.9.4.121、1932賞。
22 r新従淑省温該両州来日之労ヱ突然増加至五千余人、散処各地JW展報~ 1923年 12月7日付。
23 市)11信愛『華僑社会経済論序説~ (九州大学出版会 1987年)、 255頁。
24当待の在日i創刊人数が在留中国人総数に含まれていないとするなら、温州人が約20%を占めること
になる。
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省記録MT.3.9.4.121 、 645~660 真。
30前掲WiJ副H華僑史J、31賞。
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例えば、 1923年1fI 29 B， t昆州人胡連慶・胡霧島・棟岩金は上海から門司に上陸する
際にいずれも三十円から四十円を所持し、且つ時価百五十円ぐらいに相当する商品の船荷
38 W 日本労働年銭第四巻~ (法政大学出版局、 1923 年版)、 403~404 頁。『日本労働年鑑第五巻』、
55頁。
39広島県知事阿部亀彦「労働支那人帰国ノ件j大正11年11月26日、高秘第16715号、前掲外務省


































表 1 1918 年~1924 年 4 Jlまでのや国人入国禁止者数
支那人入国禁止者謂
1918年 1919年 1920年 1921年 1922年 1923年 1924年
l月 47 3 100 
2月 13 82 
3月 1 1 11 26 191 
4月 l 1 6 4 181 
5月 2 13 
6月 11 138 
7月 2 288 
8月 9 15 
9月 2 106 24 
10月 3 1 85 23 
11月 4 7 17 
12月 49 20 
合計 l 6 1 102 239 584 554 



















同じく 7月、日本へ渡来した温州人 114名中 20名だけが上陸を許可された。その他は
拘禁され、その後「山城丸jによって上海へ送還された 50





表2 外務省記録での入国禁止された中国人(1922 年~1923 年 8 月末)
都道府県 日付
兵蔵県 1922年3月21日
福岡県 1923年 2月 6日
福岡県 1923年 7f] 10 ~ 
兵庫県 1923年7月 16日
福間県 1923年7月訪日
















山口県 1923年 7J.I 31 S 1 f所持金{藍カjのため上陸禁止
山口県 1923年8月 1臼 4 f金網細工ヲ業トスルモノナノレコト判明、ン
タノレJため上陸禁止
福岡県 1923年7月31臼 2 「行先不明且ツ所持金ナキヲ以テJ上陸禁
止
徳間県 1923年7月31日 4 「藷翠職人トナル目的ニテ渡来jするが、
「所持品等ナキ」のため上器禁止
山口県 1923年 8jJ 1 a 5 「商品ヲ携帯セズj 上韓禁止
山口県 1923年8月2日 l rl藍カ五銭ノ所持金ニテ」上睦禁止
長崎県 1923年8月4日 14 f労働従事ノ農アルヲ以テj上陸禁止
兵庫県 1923年8月7臼 3 f労働ニ従事スル疑ヒアノレヲ以テj上陸禁
止
福間県 1923年8月8日 2 f商人トシテ何等商品等ヲ有ヒス依テJ上
臨禁止
神奈川県 1923年8月 11日 1 f上海ヨリ米鹿ニ密航シ(中略)発見セラ
レ、(中路)香港ニ送還セラルノ途次、(中
略)当地ニ寄港シタノレヲ以テJ上陸禁止
兵庫県 1923年8月 14日 1 「桑港ヨリ本国へ送還ノ途次寄港」上陸禁
止
山口県 1923年8月 17日 2 「所持金ノ、一名当リ七月ヲ有スルニ過キ
スJ上臨禁止
兵庫県 1923年8月初日 1 「労働従事ノ疑アリシヲ以テ」上陸禁止
山口県 1923年8月20日 1 「提示金トシテ郵送借用」のため上陸禁止
福陪県 1923年8月21日 4 f労働ノ目的ヲ以テ渡来シタルモノト認メ
ラノレ」ため上陸禁止






山口県 1923年8月27臼 1 「所持金僅カ一円jのため上陸禁止
福岡県 1923年8月27日 2 「商人ト自称スノレモ何等商品ヲ携帯セズ労
働ヲナス疑アノレニヨリ」上陸禁止
兵庫県 1923年8月28日 2 「所持金僅少jのため上陸禁止































表4 労働従事で取締りを受けた瓶州人(1922 年~1923 年 8 月末)
都道府県 日付 中国人数 うち桂川人数 通報された環出
傘・石細具類の行務から|




1922年3月13臼 30 30 
ら石油運搬に転じた
傘・玉石細具・漢薬の行
神奈川県 1922年3jJ 18臼 43 16 高の聞に土工・運搬夫等
の労働に従事
京都府 1922年8月19日 24 23 )1改修・土工労働に従事
岩手県 1922年8月初日 13 13 鉄道工事に従事
新潟県 1922年9月2日 9 9 鉄道工事に従事
岩手県 1922年8月28日 66 5 鉄道工事に従事
北海道 1922年9月 1S 6 6 土工労働に従事
L 一一
51 前掲『短秘外事警察関係、例規集昭和口 6 年編纂』、 364~365 頁。
52 在京の百七十名支那労働者に退去の説諭JW東京朝羽新開~ 1922年3月 1413。




兵庫県 1922年9月8日 73 73 
事
福島県 1922年9月四日 13 13 炭鉱労働に従事
千葉県 1922年9月26日 66 66 土工夫として労働に従事
鉄道工事に坑夫として労
北海道 1922年9月初日 8 8 
働に従事
資薬・傘・石綿工・暗子




1922年 10月24臼 22 22 
働に従事
茨城県 1922年 10月初日 29 29 鉄道工事に従事
茨城県 1922年 10月初日 14 14 土工に従事
河川工事場の土工として
栃木県 1922年 llJl4日 9 9 
使役
土工として川改修工事に
長野県 1922年 12月四日 7 7 
従事
茨城県 1922年四月 27日 18 18 土工に従事
労働に従事する可能性が




大阪府 1923年2月14日 約 22 2 
難になり、大阪へ労働に
従事
大阪府 1923年2月 16日 37 37 石油運搬
大阪府 1923年2月21臼 21 21 石炭運搬




新潟県 1923年4月24El 24 24 川改修工事土方稼に従事
栃木県 1923年4月28日 11 11 土方稼に従事
福島県 1923年4月四日 25 25 鉄道工事に従事
福島県
鉄塔鉄骨工事人夫として
1923年5月31日 13 11 
使役
岐阜県 1923年8月20日 13 13 発電所の労働に従事
福島県 1923年8月21日 24 17 鉄道変更線工事に従事
















外務省記録 MT.3.9.4.121 、 39~42 賞。
56北海道庁長官宮尾舜治 f支那人労働者帰国ノ{牛j大正12年9月30El 、高秘収第11913号、前掲外



























































































































































































外務省記録MT.3.9.4.121 、 694~695 真。
76前掲『近代日本と外国人労働者一1890年代後半と 1920年代前半における中国人・朝鮮人労働者問
題よ 130頁。
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が今日まで日本で生活している。例えば、 1920年代に来日した滋氏一族は宮城県におい
て行商していたため、震災の被害から免れた。戦後、一族は静閑県へ定住し、料理肢の経
営から貿易業まで、多様な事業展開を行ってきた。 1940年代から、潜氏一族は静悶県華僑
総会の重役を歴任し、友好都市協定(静岡県と斯江省)の締結、水産研修生の派遣などの
日中友好事業にカな尽くしてきた。このように、震災後も臼本に残っている温州人は積極
的に在臼中国入社会との関わりを深め、各地の華僑組織の重役を務める人も少なくなかっ
た。
また戦時中一時中断した家族の呼寄せなども、日中国交回復後に再び行われ、多くの温
州人が血縁や地縁関係に頼り、 70年代から続々と来日している。加えて、 90年代からは
就学、留学、技能、技術、人文知識・国際業務、投資・経営などの在留資格によって来日
する新しいタイプの温州人移民が増えた。今日の在日温州入社会は、このような 70年代
以降新たに渡日した温州人とそれ以前からの在日温州人によって形成されている。
1970年代から新たに来日する温州人の生活実態、行動様式及びネットワーク等に関し
ては、今後の研究課題としたい。
? ?『
?
??
